
温州ミカンの秋肥施用の効果と施用時期

秋肥は①なり疲れによる樹勢の回復と耐寒性の向上（礼肥）②翌春に発生する新梢や花（幼果）の形成を促進（基肥）効果
がある。地温が低下しない 月上旬の施用が最も効果的。
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地温の推移（ 、果樹研） 秋肥の翌年の各器官への移行

月中・下旬には地温が12℃以下
になり肥料成分の吸収が悪くなる。

〇葉への移行 〇果実への移行

秋肥の葉・果実への移行

〇葉への移行

施用時期を変えて葉・果実への移行割合を調査

地温が低下する前に施用することが大切

秋肥は 月上旬に施用す
ると葉への移行が大きい。 秋肥はいずれの時期に施用

しても果実への移動が少ない。

秋肥は翌年の新葉、新梢、
幼果へ高い割合で移行する。

（四国農試、 ）




